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ダイヤモンド NV 中心にマイクロ波と強い RF 波を同時照射して得られる光学検出磁気共鳴

(ODMR)には特有の共鳴が現れ、AC磁場のセンシング[1]等に活用されてきた。私たちはこれま

でダイヤモンド NV 中心のパルス光学検出磁気共鳴を用いて、多光子遷移や Coherent 

destruction of tunneling (CDT)等の現象を調べ、これらが AC磁場の RFラビ周波数の決定等

に有益であることを示してきた。本講演では、ダイヤモンド NV 中心にマイクロ波と強い RF

波を同時照射し、DC 磁場の感度を向上させる手法[2]について報告する。 

通常、ODMR測定に用いられる弱いマイクロ波パルスでは、15N 核スピンと NV 電子スピン

間の超微細相互作用によって分裂した ODMR の内の一つの共鳴のみがマイクロ波励起される。

そこで、超微細相互作用による分裂周波数と一致する RF 周波数の強い RFを印加することに

より、二つに分裂した共鳴の双方をマイクロ波励起することを試みた。 N15 をドープした CVD

成長高品質ダイヤモンド NV センタ試料(T2
* = 3.2 μs)にマイクロ波パルスと強 RF 波を照射し、

パルス ODMR スペクトルの RF 振幅依存性を調べた 

ダイヤモンド中の負電荷を持つ窒素-空孔(NV)センター中は、室温で長い量子コヒーレンス時間

を持ち、高感度の磁場センサーとしても注目されている[1-2]。今回私たちは、ダイヤモンド NV セ

ンターに RF を照射し、光検出磁気共鳴スペクトルの RF 照射効果を調べ、NV センターの磁場感

度への影響を調査した。図 1 に RF 波 3.0 MHz を照射した場合の ODMR スペクトルのカラープロ

ットを示す。マイクロ波パルスの継続時間はτ= 10 μs、𝜔MW/2𝜋 = 0.053 MHzであった。RF 波

印加に伴い、２つの主要共鳴線の強度が増大し、RF

ラビ周波数ΩRF/2𝜋 = 1.7 MHzにおいて、RF 波を印加

しない場合と比べて強度が 1.29 倍になった。さらに

RF 波印加に伴い、２つの主要共鳴線の線幅が 0.81

倍に減少することが観測された。これらの結果 DC

磁場感度が 1.6 倍向上することが示された。さらに

DC磁場感度の向上を図る可能性について議論する。 
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Fig. 1: Color image plot of the ODMR spectra 

depending on ΩRF at 𝜔RF/2𝜋 = 3.0 MHz. 
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